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先の論文では、 Na七hanielHaw七horneの TheScarlet Letterの演劇的特性に着目
し、そのドラマツルギ…の原型が、従来言われていたようにギリシア悲劇というよりは、むしろブレ








的感情異化を本領とする作家であった。とすると、 TheScarlet Letterならぬ The





ぶ作品である。例えば、 DonaldKayはMalcolmCowleyの "FiveAc七sof The Scarlet 
Letter"に倣って、 TheBliとhedale Romanceを五幕物の劇になぞらえ、 "FiveAcヒsof 
TheBliとhedale Romance "をものしている。I それ以タトにも、 TheBliとhedale Romanceに
演劇的趣向を見て取る論者は、 FrankDavidson、MauriceA. Crane、DouglasHill、
Terence Marヒin、FfrangconLewis、NicholasO. paganなど枚挙に暇がない02あるい
はJohnO.Rees， Jr.やwilliamE. Gran七は Shakespeareの劇作品との関連性に在自し
て、前者は AnとonyandCleopatra、TheTempest、AsYou Like Iとに、後者は Hamlet
にそれぞれ TheBl i thedal e Romanceの源流の一つを求めている 03





拠として、 TheBli thedale Romanceと演劇との関わりを論じており、同作品に顕著な演劇的構成
や手法について具体的に言及した例は意外なほど少ないo Kayの論考はその典型で、 The
Bliとhedale Romance全体を五幕二十二場に分けたはよいが、ではなぜ戯曲になぞらえる必要が







































The Bl i thedal e Romanceは通常の小説のように、事件の進展につれて、場面がその後を追って
いくという形をとらず、逆にまず最初に場面が設定されていて、そこに登場人物が姿を現し、事件を演じ
てみせるというスタイルとなっている。つまり流れていくストーリ…ではなく、新片的なシーンの集合体


































































































以上において、 TheBli thedale Romanceに見られる演患目的特性を四点挙げてみたが、実のとこ
ろTheScarleとleととerに比べて、演劇との類似性が後退しているとの印象が否めないJ現実問題
は加にして、 TheScarlet Leとterならばさして手直しせずとも、このまま劇に使えそうだが、
The Bl i thedal e Romanceを舞台に上げるとなると、幕分けや台詞など大幅な修正や書き増しが必
要な感じがする。そこで実際どこに TheBl i thedal e Romanceの弱さがあるのか、作品に即して
鵡べてみることにしたい。
まず第一に、作部の根本に関わる開題であるが、劇は小説とは異なって、地の文による説明に頼ること
ができず、もっぱら登場人物の所作と台詞によって物語は進行していく o The ScarleとLeととerは









The Bl i thedal e Romanceにおいては語り手Coverdaleによる手短な説明で代用されてしまっ
ている。第二幕第三場のフーリエ主義をめぐる議論では、 Coverdale(点、、工 fur七her
proceeded ヒoexplain， as we工 as 工 modes七lycou工d，several poin七sof 
Fourier's sys七em，illus七ra七ing七hemwi七hhere and七herea page or七wo，and 




There can be no need of giving， in de七ail，ヒheconversa七ion七ha七
ensued. 工七 isenough七o say， 七ha七日ollingswor七h once more brough七
forward his rigid and unconqueどableidea; a scheme foど七herefoどma七ion
of the wicked by me七hodsmoral， in七ellec七ual，and indus七ria工， by七he
sympa七hyof pure， humble， and yeヒexal七edminds， and by openingヒohis 















The Bl i thedal e Romance のi~竜彦U'I主に関わる~~，点として、 に劇的場面設定あるいはタブロー
的シーンの乏しさを指摘したい。 TheScarlet Letterの場合、三三度にわたるさらし台のシーン、















Bli thedale Romanceが TheScarlet Letterに見劣りする感は否めない。7

























第四点目として、 TheBl i thedal e Romanceは場数があまりに多くて、場景が目まぐるしく変わ
り過ぎるということが雷える。 Cowleyが TheScarlet Letterを五幕入場の劇と想定したのに対












































Roy R. Male 7J'、 ¥¥Hawヒhornede工ibera七e工ywro七e，工 suspec七，七oward七he、big
scene'七ha七hefe工七七obe secure工ywi七hinhis grasp-七hemidnighヒdiscov-
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ery of Zenobia's suicide."と述べて、その結末へと至るストーリーの巧みな伏線の捜用につ
いて論じている通り、確かにこの作品は Zenobiaの死を予示する表現に満ちている 08 Zenobiaは
ブライズデイルで初めて prisci11aと顔を合わせた娩、早くも U 七hisshadowy snow-
maiden， who， precise1ya七七hes七rokeof midnigh七， sha11 me1七awaya七my
fee七， in a poo1 of ice-co1d wa七eど， and gi ve me my dea七hwi七ha pair of we七
slippers! ' "(33)と述べて、 Prici11aが原因となって自分が真夜中に水の中で死ぬことを示唆し
ている。事実、 Zenobiaの遺体が発見された場所は、 "apoo1 . . .七we1veor fif七eenfee七
deep" (232)であった。 Zenobiaは一度目の fエ1)オットの説教壊Jの場でも自らの死を予感させる
を口にし、吏に、、、Themis七rus七anddisapprova1 of七hevas七bu1kof socie七y
七hro七七1esus， as wi七hヒwogigan七ichands a七our七hroa七s!'"(120)と5苦っている。
この問、七hro七七工esus， as wiヒh七wogigan七ichands a七our七hroa七8'"という欝えは、
Hoユ1ingswor七hの臣大な二本の手がZenobiaを窒息死に至らしめることの暗示とも読める。続く
場面でCoverda1eは、心工 wonder，日ollingswor七h，who， of a11七heses七rong
men， and fair women and maidens， is doomed the firs七七odie.' "(130)などと陽気
に軽口をたたいているが、この半ば戯れの言葉が悲しい現実と化して、"'fair women' "の一人が本
当に U 七hefirs七七odie げとなってしまう。 Coverda1eは町の下橋犀で見かけた Zenobiaを






けようとすると、彼女は U 工七 isa11 righ七， or wi11 shor七工ybe s 0 . ' " (224)と応じてい
る。この台詞が読者の心の中に呼び起こした不吉な予感は、続いて彼女がれ、Te11him 
[日ollingswor七h]he has murdered me! Te工1him七haヒ工，11 haun七him!'" (226) 
と述べるに及んで、いよいよ確信へと深められる。 Coverda1eは握った彼女の手の冷たさに、思わ
ず、、、、工七 isrea11y dea七h1ike!'"と叫んでしまい、それに対して Zenobiaは、 n 、The
ex七remi七iesdie firs七.・・・， "(227)と答えている。彼女は修道女になると称して、、、、When











Lewisは、 "C1ear1y，Hawthorne p1anned七henove1 me七icu1ous1y，in order 
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七ha七 eachscene should moveヒowards，and resona七ewiヒh，ヒhec工imac七ic
scene of Zenobia' s dea七h."と論じて、各シーンがクライマックスに向けて響き合いつつ、作
品全体が細心入念に組み立てられているとしているJだがこの評蓄は TheScarlet Leとterにこそ





























よう。第三点目として、 TheBli thedale Romanceにおけるドラマチック・アイロニーの欠如を指
携したが、この手法はソポクレスの fオイディプス王Jに代表されるように、ギリシア悲劇では頻繁に用
いられており、まったく使われていない作品を見つける方が難しいくらいである。第四点目の The
Bl i thedal e Romanceの場数の多さに関しては、ギリシア悲劇では原尉として、一つの定められた
場所で一自のうちに起こる事件を扱っている。第五点目では、必然の結末へと加速度的に~又散していくス
トーリーの組み立ての拡弱さを問題としたが、ギリシア悲劇の幕開きから幕切れまで間然とするところの


























では、 TheBli thedale Romanceをギリシア悲劇と叙事的演劇のいずれに擬するのが適当か検討‘を
加え、 TheScarlet Leととerで示された方向性が更に深まっているのか、あるいは逆に後退しつつ
あるのか探っていきたい。
The Bli thedale Romanceを論ずるに際して、しばしば引揺される有名な文章として、
Coverdaleの以下の言葉がある。
My own par七， in七hese七どansac七ions，was singularly suboどdina七e. 工七
resembled 七ha七of七heChorus in a classic play， which seems七obe seヒ
aloof fどom七hepossibili七yof personal concernmen七， and bes七ows七he
whole measure of iヒshope or fear， i七sexul七a七ionor sorrow， onヒhe
for七unesof 0七hers，be七weenwhom and iヒself七hissympa七hyis七heonly 
bond. (97) 









先の引践の中で、 "bes七ows七hewhole measure of iヒshope or feaど， i七sexul七a一









impossible no七七obe sensible，七ha七， whi工e七hese七hどeecharac七ersfigured 
so largely on my pどiva七e七hea七re，工一七houghprobably reckoned as a friend 





his office . . .七ode七ec七七hefinal fi七nessof inciden七七ocharac七er，and 










よって、未来への漠たる予感や不安をかき立てることがあるが、 TheBli thedale Romanceでも
Coverdaleが見た意味ありげな夢についてたびたび雷及がなされている。それは Coverdaleの願
望や恐れの無意識の表れであると同時に、その後の事件の行方を予知するものともなっている。
The Bl i thedal e Romanceをギリシア悲劇的と称する第二の理由として、被害者と加害者を明確
に分かつことが国難である点に注目してみたい。瓦いの利害関係が援雑に絡み合う人間社会においては、
地者の利益が自己の損失となり、あるいは逆に自己の利益が他者の損失となる事態がしばしば起こりう

















































のように TheBl i thedal e Romanceの登場人物の間には、加害者…被害者の関係が網の自のよう
に張り巡らされており、読者としては誰か特定の人物に悪役を押し付けて、それで事足れりとi登ましてい
るわけにはいかない。
The Bli thedale Romanceにギリシア悲劇との類似性を見て取る第五の論拠は、カタルシスを引
き起こす仕組みにある。ギリシア悲劇とアリストテレスによるカタルシスの理論は切っても切れない関係



































次にギリシア悲劇にしばしば使用される「議論(アゴーン)Jが、 TheBli thedale Romanceにも
見られることを指摘したい。ギリシア悲劇の「議論Jの場においては、登場人物がそれぞれの立場から
張をぶつけ合い、互いに相手を屈服させようと激しい論争を繰り広げる。 TheBl i thedal e 
Romanceの場合も、主に Coverdale、Zenobia、日ollingswor七hの簡で様々な問題について
活発な議論が展開されている。元来、この作品はドラマチックな事件やアクションに乏しいだけに、論争
的傾向がより顕著に現れている。まさしく Hi工工が、、、he[Haw七horne] has scenes be七ween



























































る。 priscillaが異母妹であることを知らない Zenobiaに、 Moodieは密かに警告を与えるo
Moodieに続いて、 Wes七ervel七がユートピア農場に侵入し、 Zenobiaの夫であった立場を利用し






















ロインの Zenobiaである。 Zenobiaは「銀色のヴェールJの物語に託して、彼女の身に Priscilla
がもたらす運命的災尼について、 "¥Now，七hefa七eshave so ordained iヒ，七hat，whe七her
by her own wi工工， or no， 七hiss七どangeris your deadly enemy. 工n工ove，in 




[Tlhe whole universe， her own sex and yours， and Providence， or 
Des七iny，七oboo七， make common cause agains七七hewoman who swerves one 
hair' s breadヒhou七of七hebea七en七rack. Yes i and add . . .七ha七， wi七h
七ha七onehair' s bread七h，she goes all as七ray，and never sees七heworld 
in i七S ヒrueaspec七， af七erwards?(224) 
その運命が行き着く先には Zenobiaの自殺という破局が待ち受けているのであるが、このことも作
中に、、ca七as七rophe"という雷葉を何度も用いることで、読者に対して強く暗示がなされている。
CoverdaleはPriscillaへの浅からぬ関心を表明して、、、工 wouldどeallyhave gone far 
七osave priscilla， a七leas七， fどom七heca七asヒrophein which such a drama 
would be ap七七o七ermina七e."(72)と述べており、ドラマの結末に、、ca七as七rophe"が控え
ていることを灰めかしている。その少し後にも、 "Or，if in earnes七， i七migh七chance，be ー
ヒweenZenobia's passiona七eforce and his[Hollingswor七h'sl dark， self-
delusive egoヒism，ヒo七urnou七 suchearnes七 aswould develop iヒselfin 




これまで論じたところからすると、確かに TheBl i thedal e Romanceをギリシア悲離になぞら
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えることには、それなりの根拠があることが明らかとなった。この作品の直接の典拠として、エウリピデ


































The Bl i thedal e Romanceは悲劇的運命に立ち向かう主人公たちの姿勢という点においても、運
命悲劇の登場人物としてはいかにも弱い。つまり、主人公が苛酷な運命の大波に襲われて、そのまま流さ
れてしまっては悲劇とならない。いかなる逆境に遭おうとも、敢然として闘いを挑み、その末に雄々しく
打ち果てることこそ求められる。 TheScarlet Letterのヒロイン Hes七erは庄儲的な敵を前にし
て一歩も退くことなく、自らの愛と信念:を貫こうとした。ところが TheBl i thedal e Romanceの
























The Bl i thedal e Romanceにもこれと開じからくりが仕掛けられており、問題となる最後の一節
は以下のようになっている。
工perceive， moreover，七ha七七heconfession， brief as iヒshallbe， will 
ヒhrowa gleam of ligh七 overmy behav工orヒhroughou七七he foregoing 
inciden七s，and is， indeed， essen七ial七o七hefull undersヒandingof my 
s七ory. The reader，七herefore， sエnce工 havedisclosed so much， is 
en七i七ledヒ0 七hisone word more. As工 wriヒei七， he will chari七ably
suppose me七oblush， and七urnaway my face:一


































そこで次に TheBli thedale Romanceと叙率的演劇の共通点を取り上げながら、両者の近似度
を溺ってみたい。まず第一点目として、 TheBli thedale Romanceは盛んに演劇との関連性を強調





工n shor七， his [七he Au七hor's 1 presen七 concern wiヒh 七he Socialis七
Communi七yis merely七oes七ablisha七hea七re， 工i七七leremoved from七he
highway of ordinary七ravel，where七hecreaヒuresof his brain may play 
七heirphan七asmagoricalan七ics，wi七hou七 exposエng七hem七o七00close a 
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が観客の頭にたたき込まれる。これと舟じように Haw七horneはTheBli thedale Romanceの序
文で、 ¥¥Furthermore，七hescene was in good keeping wi七h七hepersonages whom 




bruising herself agains七七henarrow 1 imi七a七ionsof her seXi七heweakly 
Maiden， whose七どemulousnerves endow her wiヒhSibylline a七七どibu七eSi
七heMinor Poe七， beginning life wi七hs七renuousaspira七ions，which die 




The Bliとhedale Romanceと演劇との密譲な関係を示唆する は、序文だけに隈られていな
い。物語の本文中でも語り手Coverdaleはブライズデイルでの出来事を ¥¥drama"とか、、play"な
どと呼んで、たびたび離になぞらえているf ドラマの舞台であるブライズデイルは理想郷アルカデイア
に警えられ、そこでCoverdaleは柄、playa par七， wi七hZenobia and七heres七of七he
日na七eurs，in our pas七oral.' "(43)とされる。つまりユートピア社会の実現を目指すブライズ
デイルでの営みは、素人俳優の夢想家たちの演じる牧歌劇と見立てられている。この見方に開講して






シーンである。ここでCoverdaleは、 "Therenow needed only Hollingswor七h and 
old Moodie七ocomple七e七hekno七ofcharac七eどs，whom a real in七ricacyof 
even七s，grea七lyassisted by my me七hodof insu工a七ing 七hemfrom 0七her
rela七ions，had kep七solong upon my men七als七age，as ac七orsin a drama. " 
(工56)との感懐に耽っており、彼の覗き見に腹を立てた Zenobiaが窓のカーテンを降ろすと、れ工七





ある。彼女は元々が本械の女優ということもあって、 "Thes七agewould have been her prop-
er sphere. "(44)と評されており、 Coverdaleの自には、'therewas some七hinglike 












"the ac七ofa queen . . . discrowning herself" (226)として、頭から宝石の髪飾りを外
す。その時の彼女の様子は、、、Theeffec七ofher beau七ywas even heigh七enedby七he
over-consciousness and self-recogni七ionof i七.・・・ "(226)と記されている。そ
して最後には HamletのOpheliaでも気取ったものか、失意の王女よろしく、 }Iの淵に身投げして
果てる。






The Bliとhedale Romanceで、真っ先に目につく劇中尉は、 Zenobiaが披露する f銀色のヴェー




Hawtho主ne0) The Bli thedale Theater 153 
、fragmen七arybi七sof七hea七ricalperformances， such as single ac七sof 





度からは思いも及ばないことに、彼が自らの半生を物語る様子は、 "Therewas， by-and-by， a 



































The Bl i thedal e Romanceと叙事的演劇の親近性を示す第三点目として、細かく註切られた幕分











The Bl i thedal e Romanceは必ずしも大きく五幕で括る必要はなく、叙事的演劇のように多くの短
いシーンが連続するものとして捉えた方が適切ではなかろうか。
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し、また単なるドラマの語り手にとどまることなく、自ら舞台にのぼって劇中人物を演じもする。彼は自
在に作中に顔を出し、適宜指示を発しながら、ドラマの動きを的確にコントロールしていく。同様に
The Bli thedale Romance の Coverdale もただ4詰lj~* に 1主手足を力E えるだけのナレーターには最冬
わっておらず、作中人物としても活躍を示している。彼は主に過去の出来事を物語りながら、時に現在に
舞い謀って、今の自分の心境とか暮らしぶりなどを話して聞かせる。そして Craneの指摘にある通り、
、Thenarra七or，Miles Coverdale，どecallinga series of scenes七hroughヒhe
roman七ichaze of a七welve-year-oldmemory， stops七hes七oryaヒwill七o









































































The Bli thedale Romanceにもこれと閉じ領i匂が強く見受けられる。作品のテキストは顕片的エ
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を示しつつも、決して全面的に謂入れすることなく、常に冷静で批判的な態度を保ち続けている。とする
と、彼はこの作品で自らの本分に立ち返り、持ち前の異化の資質を存分に発揮していると見ることができ
る。その意味で TheBl i thedal e Romanceは、作品に対する一般の評価は別として、
Haw七horneらしさの最もよく現れた小説といえよう。
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